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東
国
系
抄
物
に
つ
い
て
は
、
金
田
弘
氏
、
外
山
映
次
氏
を
は
じ
め
諸
先
学
の
非
常
な
努
力
に
よ
っ
て
、
近
年
い
ち
じ
る
し
い
研
究
の
進

展
を
み
せ
て
お
り
、
資
料
も
、
駒
沢
大
学
文
学
部
国
文
学
説
究
室
編
『
禅
門
抄
物
叢
刊
』
（
汲
古
書
院
）
、
金
田
弘
氏
『
「
洞
門
抄
物
と
国
語

研
究
」
と
資
料
』
（
桜
楓
社
）
、
松
ケ
岡
文
庫
監
修
『
松
ケ
岡
文
庫
所
蔵
禅
籍
抄
物
集
』
（
岩
波
書
店
）
、
中
田
祝
夫
編
『
抄
物
大
系
』
（
勉
誠
社
）

な
ど
が
複
製
刊
行
さ
れ
て
、
大
き
な
便
宜
が
与
え
ら
れ
た
。

過
去
の
東
部
日
本
方
言
は
、
資
料
の
壁
に
は
ば
ま
れ
て
実
態
を
明
ら
め
る
乙
と
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
が
、

そ
の
中
で
、
と
の

東
国
系
抄
物
群
は
、
比
較
的
古
い
東
国
の
具
体
的
な
姿
を
、

る
。
先
学
の
教
え
を
受
け
な
が
ら
、
乙
乙
で
す
こ
し
ば
か
り
、
し
か
も
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
形
で
伝
え
る
も
の
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ

乙
の
東
国
系
抄
物
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

東
国
系
抄
物
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、

個
々
の
資
料
の
文
献
と
し
て
の
成
立
の
考
証
に
あ
わ
せ
て
、

断
定
の
助
動
詞
「
ダ
」
、
助
動

詞
「
ヨ
ウ
」
、

条
件
句
「
ウ
ニ
ハ
」

敬
意
を
表
わ
す
命
令
表
現
「
シ
（
イ
）
・
サ
シ
（
サ
イ
）
」

な
ど
の
使
用
、

ハ
行
四
段
動
詞
の
促
音

便
、
形
容
詞
連
用
形
の
原
形
維
持
な
ど
、
東
西
方
言
を
分
け
る
指
標
と
さ
れ
る
言
語
現
象
を
中
心
に
し
て
説
か
れ
る
乙
と
が
多
か
っ
た
。
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ま
ず
、
文
献
の
性
格
を
検
証
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

乙
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
う
し
て
種
々
の
方
面
か
ら
検
討
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を
加
え
ら
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
今
度
は
、
「
東
国
文
献
」
と
し
て
の
活
用
が
次
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

福
島
邦
道
氏
「
東
国
方
言
抄
物
に
お
け
る
方
言
」

見
え
る
東
国
方
言
語
葉
の
問
題
」
（
藤
原
与
一
先
生
古
稀
記
念
論
集
『
方
言
学
論
叢
』

I
、
三
省
堂
昭
防
）
な
ど
が
、

東
国
系
抄
物
の
語
晶
一
に
つ
い
て
は

（
国
文
学
孜
第
七
十
二
、
三
合
併
号
）

「
古
文
献
に

一
、
二
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で

比
較
的
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
す
く
な
か
っ
た
。
文
献
の
性
格
を
は
か
る
指
標
と
し
て
は
、
個
々
の
語
の
有
無
は
、
あ
ま
り
有
効
で
な

い
こ
と
が
多
い
。
小
田
切
良
知
氏
が
東
国
語
文
献
の
最
も
明
確
な
指
標
と
さ
れ
た
断
定
の
助
動
詞
の
「
ダ
」
に
し
て
も
、
最
近
で
は
、
そ

れ
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
新
た
に
発
掘
さ
れ
た
文
献
資
料
の
性
格
の
究
明
が
急
が
れ
る
と
き
に
は
、
語
実
的
事

実
は
、

や
は
り
二
次
的
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
で
も
や
む
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
東
国
で
成
立

し
た
文
献
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
資
料
の
活
用
が
は
か
ら
れ
る
べ
き
で
、
語
葉
的
事
実

は
、
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
は
十
分
取
り
上
げ
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。

東
国
系
抄
物
の
中
に
は
、
「
塩
辛
い
」
乙
と
を
「
シ
ハ

元
来
塩
ハ
シ
ワ
ベ
出
引
生
得
醤
ハ
甘
ク
水
ハ
冷
カ
ナ
迄
デ
ヨ
（
高
国
代
抄
五

塩
ハ
判
ベ
汁
刑
制
ハ
水
ハ
ア
ハ
イ
マ
デ
ヨ
（
鉄
外
和
尚
再
吟
上

塩
ワ
塩
ハ
ヤ
イ

1
ヲ
ヨ
ク
知
ッ
タ
寸
タ
ゾ
（
三
百
則
抄
五

（
ワ
）

ハ
ユ
イ
」
と
す
る
例
が
多
く
見
え
る
。

m
p）
 

m
p）
 

制

P
）

し
か
し
こ
の
こ
と
ば
は
、
ま
た
、
関
西
系
で
も
普
通
の
乙
と
ば
で
あ
る
。

。OB日
（
同
晃
）
o

ロ
2
芯
E
H
o
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a
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g
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r
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嬉
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嚢
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ヰ
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N
］

U
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『
日
葡
辞
書
』
（
補
遺
）
に
は
「
シ
ヲ
ハ
ユ
イ
」
と
い
う
言
い
方
も
あ
る
こ
と
を
自
記
し
て
い
る
。

M

内山口
O
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前
晃
δ
弘山仰い（

A
U
8）
（
山
岳
兇
回
避
瑞
酬
明
）

乙
れ
は
、
古
代
の
「
賊
シ
ハ
ハ
ユ
シ
」
（
大
般
浬
繋
経
治
安
四
年
点
）
に
遡
る
も
の
で
、
右
の
抄
物
が
作
ら
れ
た
近
世
前
期
頃
に
は
、
塩
の
味

に
つ
い
て
東
西
の
方
言
の
聞
に
ち
が
い
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
頃
の
文
献
の
成
立
を
考
え
る
指
標
と
し
て
は
、

乙
の

語
は
役
に
た
た
な
い
が
、
現
在
方
言
の
「
シ
ョ
ッ
パ
イ
」
と
の
関
連
と
い
う
点
か
ら
は
、

乙
の
頃
の
「
シ
ワ
ハ
ユ
イ
」
は
注
意
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

現
在
方
言
で
は
、
塩
の
味
を
、

親
不
知
と
浜
名
湖
を
結
ぷ
線
以
東
で
「
シ
ョ
ッ
パ
イ
」
、
西
で
「
カ
ラ
イ
」
と
い
う
典
型
的
な

東
西
対
立
型
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。

「
シ
ョ
ッ
パ
イ
」
は
、

こ
の
形
で
近
畿
地
方
な
ど
か
ら
伝
波
し
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、

近
世
前

期
頃
の
「
シ
ワ
ハ
ユ
イ
」
が
「
シ
オ
ハ
ユ
イ
」

「
シ
オ
ハ
イ
」
を
経
て
、
促
音
化
傾
向
の
強
い
東
国
の
地
で
「
シ
ョ
ッ
パ
イ
」
と
な
っ
た

一
茶
の
『
方
言
雑
集
』
に
は
、
「
塩
っ
ぱ
い
」
と
あ
る
か
ら
（
一
九
の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
二
・
下
に
も
、
由
比
の
宿
〈
静

も
の
と
思
わ
れ
る
。

岡
県
庵
原
郡
由
比
町
〉
の
茶
屋
女
の
乙
と
ば
と
し
て
み
え
る
）
、
寛
政
（
一
七
八
九
l
一八
O
一
）
の
頃
以
前
に
は
乙
の
形
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

ぅ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
西
国
で
は
「
シ
ワ
（
ヲ
）

ハ
ユ
イ
」
は
次
第
に
衰
え
て
、

以
前
か
ら
別
に
あ
っ
た
「
シ
オ
カ
ラ
イ
」
（
今
昔
物
語
な

ど
に
見
え
る
）
が
そ
れ
に
と
っ
て
変
り
、
現
在
の
よ
う
な
東
西
対
立
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

か
な
り
新
し
い
成
立
で
あ
る
と
い
う
乙
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
方
言
の
「
シ
ョ
ッ
パ
イ
」

と
「
シ
オ
カ
ラ
イ
」
の
東
西
対
立
は
、

そ
の
文
献
当
時
す
で
に
東
国
特
有
の
現
象
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
だ
け
を
選
び
だ
す
乙

と
で
は
な
く
、
東
国
の
地
で
成
立
し
た
と
さ
れ
る
文
献
を
手
が
か
り
に
、
当
時
の
東
国
の
言
語
事
実
を
さ
ぐ
り
だ
す
乙
と
で
あ
る
。
し
た

「
東
国
文
献
」
と
し
て
の
活
用
と
い
う
の
は
、

が
っ
て
、

乙
の
「
シ
ワ
ハ
ユ
イ
」
の
場
合
の
よ
う
に
、

な
い
。
こ
う
い
う
場
合
で
も
、

そ
れ
が
東
国
語
の
事
実
な
ら
、
そ
の
時
点
で
は
西
の
方
言
と
共
通
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
多
い
に
違
い

乙
れ
も
「
東
国
方
言
」
と
し
て
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
方
言
と

し
て
の
展
開
を
考
え
る
上
で
も
、

こ
の
よ
う
な
視
点
は
必
要
な
乙
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

な
お
一
、
二
例
を
あ
げ
れ
ば
、
諸
家
に
論
の
多
い
「
、
不
マ
ル
」
と
い
う
語
が
東
国
抄
物
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

若
擬
議
踏
薦
セ
パ
門
前
ノ
中
限
ニ
子
マ
ロ
フ
ズ
ゾ
（
人
天
眼
目
抄
坤

m
p）

松
ケ
岡
文
庫
本
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『
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
本
』
乙
れ
に
同
じ
、
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
』
は

擬
議
セ
ハ
門
外
ノ
州
深
ニ
ハ
イ
入
テ
居
ズ
ゾ
」
（
脚
P
）
と
な
っ
て
い
る
。
『
大
淵
代
抄
』
の
次
の
例
も
「
ネ
マ
ル
」
と
よ
む
の
か
も
し
れ

「
入
就
ニ
ツ
イ
テ
臨
時
跨
ス
レ
ハ
門
外
州
離
タ
チ
ツ
ト
モ

42 

「ホ

1

o

Jι
、
y
U白
額
ノ
虎
ガ
深
ク
岩
内
ニ
カ
ク
レ
テ
据
ツ
タ
ト
見
ヤ
ウ
ズ
（
巻
三
二

m
p）
 

現
在
方
言
で
は
、
東
北
・
北
陸
・
長
野
・
岐
阜
・
島
根
な
ど
、
主
と
し
て
東
部
日
本
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

『
史
記
抄
』
な
ど
関
西
系

の
抄
物
に
も
見
え
て
い
て
、

か
つ
て
は
、
広
く
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

大
き
い
と
と
を
「
ヅ
ナ
イ
」
と
い
う
地
方
は
、
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、
宮
城
県
南
部
・
山
形
県
村
山
・
福
島
県
・
茨
城

県
・
栃
木
県
・
群
馬
県
・
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
神
奈
川
県
三
浦
郡
・
静
岡
県
田
方
郡
韮
山
・
山
梨
県
な
ど
関
東
・
東
北
地
方
の
名
を
あ
げ

て
お
り
、
強
い
、
忍
耐
強
い
、
図
太
い
、
に
く
ら
し
い
な
ど
の
意
で
用
い
る
と
こ
ろ
も
、
長
野
な
ど
中
部
以
東
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。こ
の
こ
と
ば
は
、
も
ち
ろ
ん
東
国
抄
物
に
も
み
え
る
。

イ
カ
ニ
モ
図
無
イ
声
デ
ヨ
ツ
／
＼
／
＼
／
＼
ト
答
ヘ
タ
ハ
坊
主
ニ
劣
ラ
ヌ
図
無
シ
ダ
（
高
国
代
抄
一

出

P
）

在
レ
ド
モ
朝
ニ
モ
暮
ニ
モ
一
機
老
師
ノ

1
ノ
ミ
ヲ
次
第
／
＼
ニ
思
イ
出
ス
パ
カ
リ
ダ
一
機
ナ
ド
モ
黄
葉
ニ
ヲ
ト
ラ
ヌ
図
無
イ
人
デ
ア
ツ

タ
（
高
国
代
抄
二

m
p）
 

「
と
ほ
う
も
な
い
」
「
な
み
は
ず
れ
た
」
と
い
う
意
の
よ
う
で
あ
る
が
、

乙
れ
は
ま
た
、

『
漢
書
列
伝
佐
一
桃
抄
』
『
史
記
抄
』

『
毛
詩
抄
』

江
戸
時
代
の
方
言
書
『
仙
台
言
葉
以
巴
波
寄
』
『
常
陸
方
言
』
『
士
山
不
可
起
』
『
方
言
雑

集
』
な
ど
に
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
次
第
に
方
言
的
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
か
つ
て
は
、
東
西
の
聞
に
差
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

『
蒙
求
抄
』
な
ど
関
西
系
の
抄
物
に
も
み
え
る
。

東
国
方
言
を
東
国
特
有
語
と
の
み
考
え
る
な
ら
、

こ
れ
ら
の
語
は
、
抄
物
の
時
代
に
は
、
あ
え
て
上
げ
る
ほ
ど
の
語
で
は
な
い
。
抄
物



の
時
代
の
東
国
方
言
と
い
う
共
時
的
な
相
を
明
ら
か
に
す
る
乙
と
も
大
切
で
あ
る
が
、
語
葉
は
一
一
語
一
語
個
別
的
な
変
化
を
遂
げ
る
の
が

一
般
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

一
語
ご
と
に
「
縦
」
に
な
が
め
る
視
点
も
ま
た
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
う
い
う
観
点
か
＝
り
す
れ
ば
、
抄
物

の
時
代
に
、

そ
の
語
が
東
国
特
有
語
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
乙
と
は
、
直
接
に
は
関
係
が
な
い
の
で
あ
る
。

東
国
文
献
の
中
の
東
国
語
と
い
う
の
は
、
池
上
禎
造
氏
が
「
筆
者
は
書
く
に
際
し
て
、
共
通
語
的
な
文
語
脈
を
入
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
ば
こ
の
場
合
関
東
詞
で
あ
る
と
い
ふ
可
能
性
が
多
ぱ
」
と
述
べ

話
者
の
談
義
調
の
文
語
脈
の
中
に
は
、
可
な
り
口
語
を
必
要
と
し
、

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
書
き
こ
と
ば
を
基
調
と
す
る
文
脈
の
中
に
、
折
々
顔
を
み
せ
る
程
度
の
も
の
と
み
て
よ
い
。
そ
の
と
と
ば
が
共
通

語
的
な
書
き
こ
と
ば
上
の
用
語
に
過
ぎ
な
い
の
か
、

ま
さ
し
く
当
時
の
東
国
の
口
語
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
乙
と
は
、

文
献
の
常
と
し

て
、
判
断
に
迷
う
む
つ
か
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
現
在
方
言
な
ど
「
縦
」
へ
の
参
照
は
、

と
れ
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
判
断
の
拠
り
所
を

与
え
る
は
ず
で
あ
る
。

乙
こ
で
は
、

こ
の
よ
う
な
考
え
か
た
か
ら
、

「
東
国
語
」
と
い
う
の
を
少
し
広
め
に
考
え
、

で
き
る
だ
け
後
の
方
言
書
や
現
在
方
言
を

参
照
す
る
方
法
で
、
東
国
抄
物
の
語
葉
を
い
く
つ
か
取
り
扱
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

ゾ
ラ代
云
天
寒
キ
時
ン
ハ
各
ノ
着
ν
衣
ヲ
寒
ハ
何
ニ
カ
寒
ゾ
ラ
、
人
々
衣
ノ
重
イ
軽
イ
モ
何
ニ
ガ
知
ゾ
ラ
（
碧
岩
大
空
抄
下

キ

ィ

、

ヲ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

寒
レ
ハ
衣
ヲ
着
飢
レ
ハ
飯
食
フ
ハ
誰
ヵ
為
ソ
ラ
、
捻
〆
人
ノ
一
生
涯
ハ
寒
レ
ハ
着
、
飢
レ
ハ
食
フ
ヨ
リ
外
ハ
ソ
ウ
ヌ
ゾ
（
同

見
ッ
問
ッ
説
ッ
知
ッ
ス
ル
ハ
徐
所
ノ
支
ナ
リ
、
見
ヲ
何
ガ
見
ゾ
ラ
、
不
ν
見
先
－
一
指
返
せ
パ
不
ν
見
、
聞
ヲ
何
カ
間
ゾ
ト
指
返
せ
パ
不
ν

m
p）
 

m
p）
 

聞
説
モ
知
モ
亦
復
如
v
是

（
岡
山

P
）
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面
前
ノ
桃
紅
李
白
ハ
何
ニ
カ
桃
紅
李
白
ゾ
ラ

此
ヨ
リ
桃
紅
李
白
ヨ
、
全
ク
他
力
ヲ
俵
ラ
ヌ
ヨ
（
同

m
p）

44 

『
碧
岩
大
空
抄
常
牧
院
本
（
下
巻
）
』
に
、

右
の
よ
う
に
「
何
ニ
カ
（
ガ
）
」
「
誰
カ
」
な
ど
と
共
に
反
語
的
推
量
を
表
わ
す
「
ゾ
ラ
」
と

い
う
語
が
見
え
る
。

金
田
弘
氏
に
よ
る
と
「
乙
の
常
牧
院
本
（
下
巻
）
は
、
武
蔵
国
出
身
の
大
空
玄
虎
〈
一
四
二
八
l
一五
O
五
〉
が
、
武
蔵
・
遠
江
・
備
中
・

伊
勢
な
ど
を
往
来
、
ま
た
は
居
住
し
た
後
、
越
前
の
竜
沢
寺
に
赴
き
、
碧
岩
録
を
延
徳
元
八
一
四
八
九
〉
l
三
年
、
玄
虎
六
十
一

l
l
三
頃
に

講
述
し
た
が
、

そ
れ
を
聞
書
し
た
も
の
を
ま
と
め
あ
げ
た
か
、
あ
る
い
は
す
で
に
整
理
さ
れ
て
あ
っ
た
も
の
を
、
文
亀
元
年
八
一
五
O
一〉

に
駿
河
国
瑞
応
寺
に
い
た
一
禅
僧
が
書
写
し
た
も
の
」
と
い
う
。

こ
の
「
ゾ
ラ
」
の
出
自
、
現
在
方
言
と
の
関
連
等
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
連
想
さ
れ
る
の
は
、
現
在
中
部
地
方
の
方
言
に
あ
る
「
ズ

ラ
」
で
あ
る
。
「
ズ
ラ
」
は
、
「
ラ
」
に
比
べ
る
と
指
定
の
助
動
詞
「
ダ
」
の
、

そ
の
推
量
形
と
い
う
気
持
が
強
い
こ
と
、
体
言
に
つ
づ
く

と
と
が
多
く
、
尾
張
の
方
に
は
「
ダ
ラ
」
の
形
も
あ
る
乙
と
な
ど
か
ら
「
デ
ア
ロ
ウ
」
の
約
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

碧

岩
大
空
抄
』
の
「
ゾ
ラ
」
に
も
「
何
ニ
カ
桃
紅
李
白
ゾ
ラ
」
の
よ
う
に
体
言
に
つ
づ
い
た
も
の
が
あ
り
、
右
の
諸
例
も
「
デ
ア
ロ
ウ
」
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
も
の
と
解
し
て
解
せ
な
い
こ
と
も
な
い
よ
う
に
思
う
。
な
お
よ
く
関
連
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
、

こ
の

か
り
に
「
ズ
ラ
」
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
と
し
て

も
、
現
在
方
言
の
「
ズ
ラ
」
は
、
中
部
地
方
を
中
心
と
し
て
分
布
が
か
な
り
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
大
空
玄
虎
の
出
目
は
、
武
蔵
説
が
有
力

な
よ
う
で
あ
る
が
、
他
に
も
近
江
説
、
伊
勢
説
な
ど
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
池
上
禎
造
氏
が
「
か
う
い
ふ
場
合
に
よ
く
話
者
の
本

貫
が
考
詮
さ
れ
る
が
、
そ
れ
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
相
手
も
大
切
で
あ
る
」
と
「
場
」
の
大
切
さ
を
注
意
さ
れ
た
と
と
な
ど
を

こ
の
「
ゾ
ラ
」
を
現
在
方
言
の
方
か
ら
考
え
る
の
も
た
い
へ
ん
む
つ
か
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
語
の
も
つ
意
味
に
つ

『
碧
岩
大
空
抄
』

が
ど
の
地
方
の
方
言
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
問
題
で
あ
る
。

考
え
あ
わ
せ
る
と
、

い
て
は
、

し
ば
ら
く
保
留
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。



オ
ヤ
ゲ
ナ
イ

保
福
ヲ
ヤ
ゲ
無
イ
吏
ヲ
仰
セ
ラ
レ
タ
ト
云
フ
タ
（
碧
岩
大
空
抄
上
川
p〉

一
茶
の
『
方
言
雑
集
』
に
「
お
や
げ
な
い

気
ノ
毒
」
と
あ
る
。
現
在
方
言
で
は
、
『
全
国
方
言
辞
典
』
に
、
「
①
気
の
毒
。
か
わ
い
そ
う
。

山
形
・
群
馬
・
埼
王
県
秩
父
郡
・
神
奈
川
県
津
久
井
郡
・
山
梨
・
静
岡
・
長
野
・
新
潟
。
②
悲
し
い
。
情
な
い
。
山
形
県
米
沢
（
婦
人
）
・

新
潟
」
と
あ
る
。
『
三
河
物
語
』
に
見
え
、
『
但
言
集
覧
』
に
上
総
の
地
名
を
あ
げ
る
か
ら
、
か
つ
て
は
東
国
に
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

フ
ス
ベ
又
云
黄
葉
偏
参
ニ
出
テ
不
v
帰
、
就
ν
夫
母
限
ヲ
時
ヅ
ブ
ス
也
、
別
ニ
逢
ベ
キ
ヤ
ウ
ナ
キ
問
、
黄
葉
ノ
足
ニ
フ
ス
ベ
ノ
ア
ル
ヲ
採
リ
ア
テ

ン
カ
為
、
渡
ノ
岸
ニ
居
テ
洗
足
ノ
接
待
ヲ
立
也
（
蓬
左
文
庫
蔵
駿
河
御
譲
本
江
湖
風
月
集
抄
凶
P
）

現
在
の
方
言
で
は
、
「
フ
ス
ベ
」
は
、
「
ほ
く
ろ
」
を
さ
す
。
『
日
本
言
語
地
図
』

m
－

m図
な
ど
に
よ
れ
ば
、
中
部
地
方
一
帯
に
広
く
用
い

ら
れ
、

そ
れ
に
接
し
て
、
福
島
・
茨
城
・
宮
城
な
ど
に
「
ホ
ソ
ピ
」
が
あ
る
。
関
東
は
「
ホ
ク
ロ
」
で
あ
る
が
、
「
フ
ス
ベ
」
「
ホ
ソ
ピ
」

に
と
り
か
こ
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
、
徳
川
宗
賢
氏
は
、
「
新
し
い
輸
入
表
現
」
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
（
『
日
本
の
方
言
地
図
』
中
公
新
書

m
p）
 

現
在
方
言
か
ら
す
れ
ば
、
「
フ
ス
ベ
」
は
、
き
わ
だ
っ
て
東
国
的
な
語
で
あ
る
。

し
か
し
、
文
献
に
よ
れ
ば
、

中
央
語
に
も
見
出
さ
れ
、

か
つ
て
は
西
で
も
一
般
に
行
な
わ
れ
て
い
た
語
で
あ
る
。

た
だ
し
、
「
乙
ぷ
（
い
ぼ
）
」
を
き
し
た
り
、

「
ほ
く
ろ
」
を
き
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
っ
た
よ
う
で
意
味
が
一
定
し
な
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
現
在
方
言
の
「
あ
ざ
」
と
「
ほ
く
ろ
」
の
分
布
が
複
雑
に
交
錯
し
て
い

文
献
と
地
図
解
釈
を
つ
き
あ
わ
せ
て
考
察
を
加
え
た
柴
田
武
氏

る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
に
も
、

「
言
語
地
理
学
の
方
法
と
言
語
史
の
方

法
」
（
乙
と
ば
の
研
究

昭
却
）
徳
川
宗
賢
氏
「
言
語
地
理
学
と
言
語
史
」
（
文
科
系
学
会
連
合
研
究
論
文
集

を
中
心
と
し
た
福
島
邦
道
氏
「
黒
子
か
癒
か
」
（
方
言
研
究
年
報
日

第
二
集

。
昭
伍
）
や
、

文
献

昭
M
M

）
な
ど
、
し
ば
し
ば
と
り
あ
げ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
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中
央
語
に
み
え
る
古
い
「
フ
ス
ベ
」
の
例
は
右
に
あ
げ
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
、
東
国
文
献
と
さ
れ
る
も
の
の
例

46 

の
例
は
、

現
在
方
言
の
分
布
成
立
の
過
程
な
ど
を
考
え
る
上
で
是
非
欲
し
い
と
こ
ろ
で
、

そ
の
貴
重
な
例
と
い
う
こ
と
に
な
お
o

た
だ
し
、
右
の
例
は
、
前
後
の
意
味
か
ら
考
え
て
「
ほ
く
ろ
」
を
さ
す
か
ど
う
か
は
疑

『
江
湖
風
月
抄
』
の
右

は
示
さ
れ
た
乙
と
が
な
か
っ
た
。

わ
し
い
。
黄
葉
の
母
が
目
を
泣
き
つ
ぶ
し
て
、
目
で
見
分
け
る
乙
と
が
で
き
な
い
の
で
、
黄
集
の
足
に
あ
る
「
フ
ス
ベ
」
を
た
よ
り
に
す

べ
く
洗
足
の
接
待
を
は
じ
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
こ
の
場
合
は
「
乙
ぷ
（
い
ぼ
）
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
で
あ
る
。
そ

う
す
る
と
、
東
部
日
本
で
も
「
フ
ス
ベ
」
が
も
っ
ぱ
ら
「
ほ
く
ろ
」
を
さ
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
も
っ
と
後
の
乙
と
と
い
う
乙
と
に
な
り

そ
う
で
あ
る
。
福
島
邦
道
氏
に
よ
る
と
、
『
史
記
抄
』
に
も
「
フ
ス
ベ
」
が
見
え
、
「
乙
ぷ
」
と
「
ほ
く
ろ
」
の
両
方
の
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。

『
江
湖
風
月
集
抄
』

の
例
は
、

あ
る
い
は
共
通
語
的
な
当
時
の
書
き
こ
と
ば
上
の
用
語
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
お
そ
れ
も
な

い
わ
け
で
は
な
く
、

そ
う
し
た
点
の
不
安
を
拭
う
た
め
に
も
、

な
お
他
の
東
国
文
献
に
例
を
求
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

チ
イ〔
宴
坐
空
山
最
上
頭
梅
陽
庫
面
漂
如
秋
〕
｜
梅
陽
ハ
島
也
、
大
恵
比
島
ニ
流
サ
レ
テ
揮
．
霧
ノ
気
ニ
被
侵
也
、
今
藤
羅
塔
ニ
生
生
掛
タ
ハ

大
恵
ノ
面
ニ
チ
イ
多
ソ
出
タ
ニ
似
也
（
蓬
左
文
庫
蔵
駿
河
御
譲
本
江
湖
風
月
集
抄
出
P
）

大
宮
山
ノ
面
ニ
摩
ノ
多
ク
出
キ
タ
ハ
ド
ス
ニ
似
也
庫
ハ
チ
イ
ト
ヨ
ム
也
（
岡
山
P
）

「
痩
」
は
、
集
韻
に
「
庸
也
」
（
瀬
病
）
と
あ
り
、
後
例
に
「
ド
ス
（
癒
病
）
ニ
似
也
」
と
あ
る
か
ら
、

「
チ
イ
」
は
、

「
あ
ば
た
（
痘
痕
）
」

の
よ
う
な
も
の
を
さ
す
か
と
思
わ
れ
る
。

『
全
国
方
言
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、

ち
面
施
。
に
き
び
。
千
葉
県
山
武
郡
。
ち
i

茨
城
県
北
相
馬
郡
。



①
ね
ぷ
と
。
腫
物
。
伊
豆
御
蔵
島
。
②
面
施
。
に
き
び
。
長
野
県
南
佐
久
郡
。

と
あ
り
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
、
さ
ら
に
、
静
岡
県
田
方
郡
湯
ケ
島
を
あ
げ
る
。

ち
い
ほ

乙
の
「
チ
イ
」
と
一
緒
に
右
例
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ド
ス
」
も
、
現
在
方
言
で
は
東
に
か
た
よ
る
語
で
あ
る
。
橘
正
一
氏
「
方
言
学

概
論
』
で
は
、

ド
ス
（
癒
病
）
東
北
全
部
・
北
陸
全
部
・
長
野
・
岐
阜
・
愛
媛
に
あ
る
。

ド
ウ
シ
・
ド
ウ
シ
ン
・
ド
ウ
ス
・
ド
ウ
ス
ツ
ポ
・
ド
シ
・
ド

ス
ン
ボ
・
ド
ツ
ス
と
も
。
乞
食
を
道
心
坊
と
い
ふ
所
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
来
た
ら
う
。

と
す
る
。
江
戸
時
代
の
方
言
書
で
も
東
国
の
も
の
に
指
摘
す
る
も
の
が
多
い
。

『
仙
台
言
葉
以
巴
波
寄
』
に
「
一
、
ど
す

『
御
国
通
辞
』
（
寛
政
二
年
稿
）
に
は
、
江
戸
詞
「
か
っ
た
い
」
に
対
し
て
、

ら
い
ひ
や
う
や
み
」
、

一
茶
の
『
方
言
雑
集
』
に
「
瀬
」
と
あ
り
、
南
部
藩
士
服
部
武
喬
の

御
国
辞
〈
盛
岡
方
言
）
を
「
ど
す
」
と
す
る
。
『
常
陸
方
吾
一
口
』

に
は
、
「
〈
ド
ス
〉

瀬
人
ナ
リ

黒
瀬
ノ
色
シ
タ
ル
人
ヲ
パ

ド
ス
黒
イ
ト
云
ナ
リ

〈
カ
ツ
タ
イ
〉

手
足
ノ
指
ノ
落
タ
ル
癒
ヲ
云
フ

白
癒
ノ
方
ナ
リ
」
と
、
ド
ス
と
カ
ツ
タ
イ
の
使
い
分
け
を
い
う
。
加
賀
藩
の
竹
中
邦
香
の
手
に
な
る
『
加
賀
な
ま
り
』
に
は
、
「
ド
ス

癒

病
ニ
テ
身
体
腐
敗
シ
タ
ル
ヲ
此
ク
云
フ
ハ
他
方
へ
通
セ
ス
、
三
府
ニ
テ
ハ
〈
カ
ツ
タ
イ
〉
ト
云
」
と
あ
る
か
ら
、
東
の
方
で
も
江
戸
な
ど

で
は
使
わ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
先
掲
『
御
国
通
辞
』
も
同
様
に
い
う
）
『
物
類
称
呼
』
（
越
谷
吾
山
、
埼
玉
県
越
谷
の
人
）
に
も
、
「
或
説

か

た

ゐ

ひ

で

ん

ゐ

ん

に
、
痛
病
人
を
か
っ
た
い
と
い
ふ
は
、
悲
田
院
と
書
て
悲
田
院
よ
り
起
た
る
名
也
と
い
ふ
」
と
「
カ
ツ
タ
イ
」
の
み
を
あ
げ
、
著
者
未
詳

で
あ
る
が
館
林
な
ど
の
地
名
が
見
え
る

『
志
不
可
起
』
（
延
宝
・
天
和
の
頃
成
立
）
に
は
、

江
戸
だ
け
で
な
く
そ
の
周
辺
の
関
東
地
方
に
は
「
ド
ス
」
は
つ
か
わ
れ
ず
、

「
次
ニ
関
東
筋
ニ
五
弊
不
具
ナ
ル
乞
食
ヲ
モ
癒
病

ヲ
モ
か
っ
た
い
ト
云
」
と
あ
る
か
ら
、

「
カ
ツ
タ
イ
」
が
お

乙
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
掲
『
常
陸
方
言
』
で
「
ド
ス
」
と
「
カ
ツ
タ
イ
」
を
つ
か
い
わ
け
る
よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
は
、

二
つ
の
方
言
の
接
触
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
江
戸
時
代
の
「
癒
病
」
の
方
言
の
分
布
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
お
よ
び
そ
の
周
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辺
の
関
東
で
い
う
「
カ
ツ
タ
イ
」
は
、

そ
の
周
囲
を
「
ド
ス
」
で
か
乙
ま
れ
て
い
た
と
と
に
な
る
。
（
東
海
地
方
は
不
明
）
乙
れ
は
分
布
と

48 

し
て
は
不
自
然
で
、

「
カ
ツ
タ
イ
」
は
三
府
で
同
じ
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
、

近
畿
地
方
か
ら
新
し
く
も
た
ら
さ
れ
た
の
か

と
も
思
わ
れ
る
。

「
ド
ス
」
と
い
う
語
の
見
え
る
『
江
湖
風
月
集
抄
』
は
、
永
禄

i
天
正
年
間
、
曹
洞
宗
下
野
大
中
寺
の
快
巷
派
に
よ
る
成
立
で
あ
ろ
う

と
推
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
成
立
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

悔
児
牽
ν
伴

な
お
ま
た
、
「
ゾ
ラ
」
と
い
う
語
が
見
え
る
先
掲
の
『
碧
岩
大
空
抄
上
』
（
m
p）
に
は
、

f
i
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1

ッ

レ

ヒ

イ

テ

此
ノ
カ
ツ
タ
イ
同
ジ
隊
ノ
者
ノ
ヲ
又
牽
来
タ
ヨ

と
「
カ
ツ
タ
イ
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
『
碧
岩
大
空
抄
』
は
、
武
蔵
出
身
の
大
空
玄
虎
が
越
前
龍
津
寺
で
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
か
ら

二
、
三
年
の
聞
に
講
述
し
た
提
唱
記
録
で
、

『
足
利
学
校
蔵
人
天
眼
目
抄
』
に
次
ぐ
古
い
資
料
と
さ
れ
て
い
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
背

景
を
な
す
言
語
を
具
体
的
に
特
定
す
る
に
は
、

な
お
不
安
な
点
が
な
い
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
言
語
が
も
う
す
乙
し
明
ら
か
に
な

れ
ば
、
東
国
の
「
ド
ス
」
と
「
カ
ツ
タ
イ
」
の
分
布
と
そ
の
消
長
に
つ
い
て
、
も
っ
と
違
っ
た
推
定
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
惜
し
ま

れ
る
。

コ
ケ
ラ
正
中
来
丹
夜
長
鰻
娩
甲
開

－T
 

師
乃
云
引
エ
荘
子
鰻
化
成

v
鵬
故
事
－
説
破
云
ス
ツ
ト
元
ノ
コ
ケ
ラ
ヲ
モ
皮
ヲ
モ
括
落
シ
テ
大
背
摩
v
天

コ
ソ
ケ

加

P
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本

振
ニ
雲
羽
－
背
ハ
天
ヲ
ス
ル
腹
ハ
ト
コ
ソ
ト
シ
メ
テ
天
地
－
一
粛
論
シ
タ
ソ
（
人
天
眼
目
抄

『
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
本
』
は
、
こ
乙
は
「
正
中
来
月
夜
長
鰻
娩
甲
関
ト
云
ハ
鰻
カ
鵬
ト
化
ス
ル
時
皮
腐
モ
脱
落
シ
鱗
甲
ヲ
モ
娩
〆
全

体
露
現
シ
タ
ゾ
」
と
あ
り
、
『
史
料
編
纂
所
本
』
の
「
コ
ケ
ラ
」
は
「
鱗
甲
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
松
ケ
岡
文
庫
本
』
も
『
足
利
本
』
と
同

じ



『
日
本
言
語
地
図
』
第
加
図
「
う
ろ
乙
（
鱗
と
に
よ
る
と
、
愛
知
・
長
野
・
新
潟
以
東
に
広
く
「
コ
ケ
ラ
」
が
分
布
し
て
い
る
。
秋
田

の
一
部
、
青
森
、
な
ど
に
西
と
同
じ
「
ウ
ロ
コ
」
類
が
あ
る
が
、
飛
弾
山
脈
を
は
さ
ん
で
、
ま
ず
は
典
型
的
な
東
西
対
立
型
の
分
布
を
示

し
て
い
る
。

鱗
を
「
コ
ケ
ラ
」
と
す
る
例
は
、

や
は
り
東
国
で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
天
正
狂
言
本
』
に
も
見
え
る
。

一
人
出
て
さ
か
な
う
り
と
名
の
る
、
又
一
人
出
て
こ
め
う
り
と
名
の
る
、
道
に
て
行
合
て
北
野
へ
参
、

は
さ
な
か
ら
た
い
の
こ
け
ら
か
な

さ
て
参
て
連
歌
す
る
ヘ
ち
る
花

ヘ
た
本
に
と
め
よ
梅
の
に
ほ
ひ
を
（
連
歌
の
十
と
く
）

『
人
天
眼
目
抄
』
は
、

川
僧
慧
済
（
一
四
O
九
l
一
四
七
五
）
が
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）

I
五
年
ご
ろ
一
雲
斉

い
ま
の
と
こ
ろ
東
部
方
言
の
「
コ
ケ
ラ
」
の
最
古
例
と
い
う
乙
と
に
な
る
。
（
静
岡
県
磐
田
郡
豊
岡
村
）
で

講
じ
た
も
の
と
さ
れ
る
か
ら
、
右
は
、

ウ
ツ
口
秦
ノ
子
ニ
夫
素
胡
亥
ト
テ
二
人
モ
王
子
ア
リ
、
其
子
カ
敵
ト
成
テ
兵
乱
ヲ
起
也
、
ウ
ツ
ロ
ヨ
リ
破
レ
タ
ル
ト
云
々
（
江
湖
風
月
集
抄

pklυ 
司，za
aヨ
ju

p 
、ーノ
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
、

「
戦
国
時
代
の
領
主
が
領
国
を
支
配
し
て
ゆ
く
過
程
で
、

領
民
は
す
べ
て
一
家
族
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
も

と
に
組
織
し
た
ひ
と
つ
の
共
同
体
。
一
族
。
一
門
」
と
し
て
、
文
明
本
節
用
集
「
倭
俗
呼
＝
其
邦
内
－
云
v
洞
又
宇
」
、
日
葡
辞
書
「
〈
Z
ロ円。

あ
る
家
の
家
族
、
ま
た
は
巻
属
、
及
び
奉
公
人
」
な
ど
を
あ
げ
る
が
、
こ
の
語
は
、
古
文
書
・
古
記
録
の
類
で
は
、
東
国
の
も
の
に
多
く

あ
ら
わ
れ
る
。
長
福
寺
縁
起
所
収
文
書
（
福
島
県
史
7
所
収
）
某
書
状
に
、

せ
ん
／
＼
ハ
候
ハ
ぬ
事
に
て
候
へ
と
も
、
う
つ
ろ
か
く
の
乙
と
く
な
り
、
き
た
の
ま
へ
ハ

へ
く
候
、
う
つ
ろ
も
つ
〉
き
候
へ
く
候

（
当
裁
）

た
う
ち
ゃ
う
を
も
け
ん
乙
ニ
か
ま
へ
に
候

最
上
義
光
書
状
（
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
三

伊
達
家
文
書
之
一
）
に
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め
し
っ
か
わ
れ
へ
く
候
へ
共
、

し
た
つ
き
不
申
候
ニ
ハ
い
か
て
う
つ
ろ
を
お
ほ
し
め
し
候
と
て
も
ひ
く
ハ
ん
の
事
－
一
候
ニ
て
を
は
よ
ら

50 

れ
へ
く
候
や

と
あ
り
、
ま
た
、
『
結
城
氏
新
法
度
』
『
塵
芥
集
』
に
も
し
ば
し
ば
表
わ
れ
が
）
O

松
本
新
八
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
乙
の
語
は
、
東
国
の
戦
国
領

主
の
城
下
の
直
轄
地
を
意
味
す
る
と
し
、
洞
の
文
字
は
周
辺
を
潤
葉
樹
林
で
隠
蔽
さ
れ
た
一
小
社
会
と
い
う
存
在
形
態
か
ら
お
乙
っ
た
と

さ
れ
る
。
（
松
本
新
八
郎
「
室
町
末
期
の
結
城
領
」
『
中
世
社
会
の
研
究
』
、
国
史
大
辞
典
2

洞
ノ
字
ヲ
用
フ

吉
川
弘
文
館
）
『
常
陸
方
言
』
に
「
ウ
ツ
ロ

一
家
一
門
ノ
コ
ト
ヲ
云
へ
リ

笹
子
落
冊
子
ニ
ウ
ツ
ロ
ノ
評
議
ト
リ
／
＼
ナ
リ
ト
ア
ル
ハ
、
即
一
門
ノ

タ
ト
ヘ
パ
嫡
家
ヨ
リ
支
流
ノ
輩
ヲ
サ
シ
テ
洞
中
ト
云
フ
、
尚
一
家
中
ト
云
フ
ニ
同
ジ
」
と
あ
り
、
社
会
の
変
動

A
寸
ハ
一
五
ハ
ズ

評
定
定
マ
ラ
ヌ
意
ナ
リ
、

と
共
に
、

乙
の
語
は
ま
た
急
速
に
衰
退
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
方
言
に
も
、
も
ち
ろ
ん
残
ら
な
い
。
節
用
集
・
日
葡
辞
書
な
ど
に

も
み
え
る
が
、
松
本
氏
の
説
の
よ
う
だ
と
す
る
と
、

乙
れ
は
、
東
国
で
成
立
し
た
乙
と
ば
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ダ
ウ
ナ
師
乃
語
話
〆
批
却
ニ
ハ
三
身
四
智
ハ
徒
費
v
紙
ヲ
カ
ミ
ダ
ウ
ナ
ト
云
然
レ
托
祖
教
不
二
ト
云
時
ハ
捨
テ
コ
ト
モ
無
ソ

（
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
本
人
天
眼
目
抄

m
p）
 

乙
の
部
分
、
『
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
本
』
『
松
ケ
岡
文
庫
本
』
い
ず
れ
も
記
事
を
欠
い
て
い
る
。

「
カ
ミ
ダ
ウ
ナ
」
は
、
「
徒
費
v
紙
」
に
あ
た
る
も
の
で
、
「
ダ
ウ
ナ
」
は
、
「
徒
費
」
あ
る
い
は
‘
「
浪
費
」
の
意
の
接
辞
で
あ
る
。
現
在

方
言
で
は
、
主
に
東
部
日
本
に
偏
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
『
全
国
方
言
辞
典
』
は
、
千
葉
県
夷
隅
郡
、
山
梨
を
あ
げ
、
『
日
本
国

語
大
辞
典
』
は
、
さ
ら
に
岩
手
県
気
仙
郡
を
あ
げ
て
い
る
。
「
ダ
ウ
ナ
」
の
前
の
形
、
「
ダ
ク
ナ
」
も
、
長
野
・
新
潟
・
福
島
県
南
会
津
郡

檎
枝
岐
な
ど
東
部
日
本
の
地
名
が
も
っ
ぱ
ら
示
さ
れ
て
い
る
。
一
茶
の
『
方
言
雑
集
』
に
は
、
「
銭
ダ
ウ
ナ
」
と
い
う
接
辞
と
「
松
葺
や
犬

の
だ
く
な
も
喋
歩
く
」
と
い
う
名
詞
形
の
両
方
を
示
し
て
い
る
。
近
世
の
雑
俳
に
多
く
見
え
る
こ
と
は
、
鈴
木
勝
忠
氏
『
雑
俳
語
辞
典
』



に
み
る
通
り
で
あ
る
が
、

そ
れ
も
上
方
に
は
な
く
、
江
戸
の
も
の
ば
か
り
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
抄
物
で
は
『
史
記
抄
』
な
ど
関
西

系
の
も
の
も
示
さ
れ
て
お
り
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
）
、

乙
の
語
の
展
開
の
事
情
は
、

シ
ワ
ハ
ユ
イ
や
、
不
マ
ル
な
ど
と
似
た
’
も
の
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

コ
セ有
1
用
ト
一
五
ハ
只
喝
〆
迄
デ
ヨ
喝
ノ
功
ハ
無
イ
ゾ
、
愛
ハ
只
タ
季
四
長
三
ノ
コ
セ
ス
ワ
ブ
キ
ト
見
羊
ズ
マ
デ
ヨ

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
「
乙
せ
《
名
》
一
問
団
①
疾
（
た
ん
）
o

福
島
県
岩
瀬
郡
、
茨
城
県
稲
敷
郡
、
群
馬
県
、
千
葉
県
安
房
郡
千
倉
、

②
咳
（
せ
き
〉
。
神
奈
川
県
津
久
井
郡
」
と
あ
る
。

（
三
百
則
抄
四

加

P
）

《
こ
し
》
岩
手
県
釜
石

乙
の
場
合
、
前
後
の
文
意
か
ら
、
「
コ
セ
」
「
ス
ワ
ブ
キ
」
は
、
共
に
「
咳
」
の
意
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
梅
津
政
景
日
記
』
（
政
景

は
、
下
野
宇
都
宮
に
生
れ
、
幼
時
常
陸
に
移
り
、
そ
乙
で
成
長
し
て
二
一
才
の
時
、
秋
田
に
移
っ
た
。
）

に
見
え
る
次
の
例
は
、

明
ら
か
に
「
疾
」
の

意
で
あ
る
。

介
左
・
太
七
左
と
し
ゃ
う
き
を
さ
し
居
被
申
候
か
、
俄
－
一
介
左
し
わ
ふ
き
を
し
い
た
し
、
わ
き
の
い
ろ
り
へ
引
制
を
は
き
候
、
内
，
，
ho
俄

1
i
l
l－
（
血
）

ニ
其
こ
せ
、
ち
に
成
候
て
前
ミ
ニ
お
〉
く
出
候
－
一
付
て
、
な
ん
と
へ
た
ち
、
た
h

ミ
を
引
立
、
其
ち
を
は
き
候
（
慶
長
十
七
・
十
・
十
六
）

と
こ
ろ
で
、

乙
の
『
三
百
則
抄
』
の
撰
者
は
、

で、

桂
文
は
、

佐
賀
県
杵
島
郡
の
生
ま
れ
、

『
禅
門
抄
物
叢
刊
』
解
題
（
桜
井
秀
雄
）
に
よ
る
と
、

関
東
に
赴
き
潜
龍
山
・
多
宝
院
（
今
の
茨
城
県
下
妻
市
）

不
銭
桂
文
（
一
五
六
＝

7
二
ハ
三
六
）

に
七
年
間
滞
留
し
、

足
利
学
校
等

の
ち
、
ま
た
佐
賀
に
帰
っ
た
。
乙
の
抄
は
、
佐
賀
市
の
高
停
・
宗
智
の
両
寺
に
あ
っ
て
提
唱
し
た
も
の
を
、
後
に
そ
の

随
徒
が
蒐
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
池
上
禎
造
氏
は
、
先
引
の
よ
う
に
、
話
者
の
本
貫
よ
り
講
述
の
際
の
相
手
が
大
切
で
あ
る

と
し
て
、
『
妙
続
大
師
語
録
抄
』
の
講
者
円
応
の
出
自
は
信
州
で
あ
る
が
、
「
恐
ら
く
そ
の
方
言
の
力
は
強
く
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
た

が
、
い
ま
の
場
合
、
そ
の
「
場
」
も
九
州
の
地
で
あ
る
。
「
解
題
」
で
は

に
出
入
し
た
が
、

「
国
語
資
料
と
し
て
の
性
格
」
（
山
田
厳
・
木
村
康
）
の
検
討
が
な
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さ
れ
て
い
て
、

「
本
抄
の
講
述
者
が
そ
の
意
気
盛
ん
な
青
年
時
代
を
関
東
で
過
ご
し
た
点
と
、

ナ
諸
抄
の
笈
出
し
た
時
代
に
講
述
さ
れ
た
と
い
う
点
で
は
、

本
抄
が
東
国
に
成
立
基
盤
を
も
っ
禅
門
カ

52 

東
国
語
の
影
響
を
全
く
受
け
て
い
な
い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
D

」
ん」咋
C

れ
る
が
、

乙
の
抄
の
成
立
が
右
の
よ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
東
国
語
の
資
料
と
し
て
は
、

や
は
り
不
安
が
大
き
い
。
東
国
抄
物
と
し
て
の

一
種
の
文
体
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
語
葉
な
ど
は
、
そ
の
際
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
な
ど
解
決
を
要
す
る
問
題
が
多
く
、
乙
の
稿

の
よ
う
な
立
場
で
は
や
は
り
ひ
か
え
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
『
日
本
言
語
地
図
』
第
幻
図
「
せ
き
（
咳
〉
を
す
る

l
前
部
分
」

で

lま

「
コ
セ
」
の
形
は
で
て
こ
な
い
。

マ
ナ
コ
有
僧
云
昼
見
日
夜
見
月
愚
云
山
色
膜
醸
雨
亦
奇
師
嫌
テ
云
ソ
レ
コ
ソ
眼
コ
ッ
プ
レ
ヨ
せ
イ
サ
イ
此
間
道
ゥ
タ
ヲ
キ
カ
ヌ
タ
ソ

目
抄
東
大
史
料
編
纂
所
本
側
P
）

マ
ナ
コ
プ
タ

眼
蓬
（
碧
岩
大
空
抄
上
捌
P
）

E
l
l
l－

t
yナ
ハ
ツ

越
老
－
一
頂
門
ノ
眼
コ
備
タ
郎
ニ
ハ
叢
林
陸
出
ト
崇
仰
申
シ
タ
モ
断
リ
ナ
（
大
測
和
尚
再
吟

眼
コ
ト
云
ハ
心
眼
ノ
寸
ダ
（
同

（
人
天
眼

m
p）
 

制

P
）

句
モ
金
屑
ホ
ド
重
宝
ナ
物
ハ
ナ
イ
、
ア
レ
ド
モ
限
コ
ニ
入
レ
パ
磐
ト
成
ツ
テ
ヱ
ズ
イ
物
ダ
（
高
国
代
抄

早
イ
眼
コ
ダ
本
覚
ノ
頭
陀
ノ
眼
コ
ニ
増
シ
テ
早
イ
眼
コ
ガ
ア
ツ
テ
コ
ソ
（
同

m
p）
 

m
p）
 

在
ル
時
ハ
晴
レ
ツ
又
有
ル
時
ハ
曇
ツ
タ

サ
テ
一
陽
ノ
佳
節
コ
ソ
君
子
ノ
道
チ
ヨ
、
何
ン
ト
モ
眼
コ
ガ
開
キ
合
せ
－
フ
レ
ヌ
ワ
（
大
中
十
七
世
銭
外
和
尚
代
妙

在
ル
ガ
夫
レ
ハ
眼
コ
ノ
及
ブ
間
ダ
ナ
（
同

国

P
）

コ
ラ
ヱ
ヌ
景
気
ダ
ナ

お

P
）

第
一
例
『
人
天
眼
目
抄
』
は
、
『
足
利
本
』
『
松
ケ
岡
文
庫
本
』
と
も
に
乙
れ
に
該
当
す
る
文
を
欠
い
て
い
る
。
右
の
諸
例
の
中
に
は
、
徴

妙
な
も
の
も
あ
る
が
、

乙
乙
の

「
マ
ナ
コ
」
は
、

単
に
「
メ
」
と
言
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
第
二
例
の
「
眼
蓋
マ
ナ
コ
ブ
タ
」
は



「
マ
ブ
タ
」
、
第
七
例
は
「
メ
が
開
キ
合
セ
ラ
レ
ヌ
」
で
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

現
在
方
言
で
、
目
を
マ
ナ
コ
・
マ
ナ
ゴ
・
メ
ナ
コ
・
マ
ナ
ク
・
マ
ナ
グ
と
す
る
地
方
が
関
東
・
東
北
地
方
を
中
心
に
し
て
広
く
あ
る
。

『
日
本
言
語
地
図
』
第
川
図
に
よ
れ
ば
石
川
、

・
富
山
・
新
潟
・
長
野
・
静
岡
な
ど
、
北
陸
・
中
部
・
東
海
地
方
に
も
マ
ナ
コ
と
す
る
と

マ
ナ
コ
は
か
つ
て
は
も
っ
と
広
く
連
続
的
に
分
布
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

乙
ろ
が
点
々
と
あ
る
。
こ
の
分
布
か
ら
し
て
も
、

ま
な
こ

乙
の
乙
と
ば
は
、
『
志
不
可
起
』
に
も
注
意
が
あ
っ
て
、

人
ノ
目
を
ま
な
こ
ト
云
ハ
真
子
也
、

一
心
ハ
真
也
、

パ
ウ
シ

一
心
ハ
昨
子
ニ
ア
ラ
ハ
ル
、
ト
云
事
孟
子
ニ
モ
出
タ
リ
、
目
ノ
事
ヲ
イ

フ
ヨ
リ
シ
テ
外
ノ
事
モ
肝
要
ノ
義
ヲ
ハ
ま
な
乙
ト
云
也

と
い
う
。
『
志
不
可
起
』
や
先
掲
抄
物
の
背
景
と
す
る
言
語
の
地
方
は
具
体
的
に
定
め
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
東
国
で
乙
の
よ
う
な

言
い
方
は
、

か
な
り
古
く
か
ら
一
般
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

東
国
系
抄
物
に
見
え
る
語
棄
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
「
横
」
よ
り
も
、

乙
れ
ら
は
、
当
時
、
東
国
に
の
み
行
わ
れ
た
特
有
語
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
を
い
う
た
め
に
は
、
資
料

む
し
ろ
「
縦
」
の
関
係
を
重
視
し
て
な
が
め
て
み
た
。

は
じ

も
調
査
も
十
分
で
な
い
。
し
か
し
、
現
在
方
言
な
ど
そ
の
後
の
展
開
か
ら
す
れ
ば
、
中
世
か
ら
近
世
期
の
東
国
の
こ
と
ば
と
し
て
十
分
注

意
さ
れ
て
よ
い
も
の
と
思
う
。

乙
の
他
に
も
、
「
ア
キ
シ
イ
ケ

（
明
首
）
」
（
碧
岩
大
空
抄
〉
「
ア
キ
ジ
リ
（
明
盲
）
」
〈
高
国
代
抄
）
「
膝
ザ
プ
シ
」
（
大
湖
代
抄
）

「
餌
パ
（
餌
）
」

（
碧
岩
大
空
抄
・
巨
海
代
抄
・
大
湖
和
尚
再
吟
・
禅
林
類
車
内
撮
要
抄
・
三
百
則
抄
）
「
フ
ク
ベ
」
（
三
百
則
抄
）
「
ツ
イ
リ
（
梅
雨
）
」

（
人
天
眼
目
抄
松

ケ
岡
本
）
な
ど
興
味
深
い
語
が
な
お
少
な
く
な
い
が
、
こ
と
で
は
、
現
在
方
言
と
の
関
連
を
重
視
し
て
、

そ
の
一
部
を
あ
げ
る
に
と
ど
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と
乙
で
現
在
方
言
と
の
関
連
と
い
っ
て
も
、
現
在
方
言
か
ら
す
る
東
国
系
抄
物
に
み
え
る
語
の
説
明
に
と
ど
ま
る
も
の

で、 ’
ヘ
J

伊

】

O

，－r
－J
、

h
q
ナ’

7
7
1
L

へ
の
目
く
ば
り
は
必
須
で
あ

り

54 

東
国
系
抄
物
の
語
か
ら
「
方
言
」
を
説
明
す
る
に
は
ほ
ど
遠
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
「
横
」

一
語
一
語
の
現
在
方
言
の
分
布
か
ら
考
え
ら
れ
る
と
と
と
文
献
に
よ
る
幅
広
い
精
査
と
の
つ
き
あ
わ
せ
が
必
要
で
あ
る
。

乙
の
稿

は
、
そ
の
た
め
の
、

と
り
あ
え
ず
の
覚
書
に
す
ぎ
な
い
。

〔
テ
キ
ス
ト
〕
（
引
例
の
ペ
ー
ジ
数
は
次
の
も
の
に
よ
る
）

人
天
眼
目
抄
東
大
史
料
編
纂
所
本
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
本
。
蓬
左
文
庫
蔵
駿
河
御
譲
本
江
湖
風
月
集
抄
（
『
抄
物
大
系
』
勉
誠
社
）
人
天
眼
目
抄

松
ケ
同
文
庫
本
（
『
松
ケ
岡
文
庫
所
蔵
禅
籍
抄
物
集
』
岩
波
書
店
）
碧
大
空
岩
抄
高
国
代
抄
大
測
代
抄
大
淵
和
尚
再
吟
三
百
則
抄
禅
林
類
緊

撮
要
抄
鉄
外
和
尚
再
吟
（
『
禅
門
抄
物
叢
刊
』
汲
古
書
院
）

（注）

（

l
）
 

小
田
切
良
知
「
明
和
期
江
戸
語
に
つ
い
て
付
」
国
語
と
国
文
学
昭
国
・
8

亀
井
孝
「
言
語
史
上
の
室
町
時
代
」
『
図
説
日
本
文
化
史
大
系
』
室
町
時
代
昭
位

池
上
禎
造
「
妙
続
大
師
語
録
の
抄
」
国
語
国
文
昭
叩
・
口
、

大
塚
光
信
「
『
ダ
』
と
あ
る
種
の
抄
物
」
国
文
学
孜
幻
昭
弘
・

7

ヅ

タ

ガ

イ

上
手
ノ
出
合
デ
ツ
〉
ト
ス
、
不
テ
頭
無
イ
働
キ
互
ニ
無
病
底
イ
テ
一
毛
モ
ソ
〉
カ
サ
ヌ
ゾ
（
銭
外
和
尚
代
抄
二

の
か
も
し
れ
な
い
。

出
雲
朝
子
「
沼
津
の
一
方
言
と
中
世
の
乙
と
ば

i
『
ズ
ナ
イ
』
に
つ
い
て
l
」
学
芸
ロ
昭
必
・

9

池
上
禎
造
「
妙
続
大
師
語
録
の
抄
｜
江
戸
時
代
初
期
東
国
文
献
」
国
語
国
文
昭
叩
・
日

金
田
弘
「
常
牧
院
蔵
碧
岩
大
空
抄
に
つ
い
て
」
国
語
学
日
昭
お
・
9

山
口
幸
洋
「
静
岡
県
方
言
の
過
去
表
現
に
つ
い
て
」
国
語
学
百
昭
必

寺
田
泰
政
「
大
井
川
流
域
方
言
の
概
観
」
国
語
研
究
6
昭
お
・

2

な
ど
。

牛
山
初
男
「
推
量
の
助
動
詞
『
ず
ら
』
？
と
等
の
分
布
」
『
東
西
方
言
の
境
界
』
信
教
印
刷

川

P
）
も
、
乙
れ
に
加
え
て
よ
い

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

は
未
見
で
あ
る
。

（

7
）
 

昭
44 

な
ど
。



（

8
）
 

（

9
〉

（叩）

注
5
金
田
氏
、
『
禅
門
抄
物
叢
刊
』
（
汲
古
書
院
）
「
解
題
」
（
鏡
島
元
隆
）
等
参
照
。

池
上
禎
造
、
注
4

下
巻
末
の
奥
書
に
あ
る
「
子
時
文
亀
元
年
計
雲
梯
山
瑞
応
禅
庵
於
ニ
理
林
軒
－
書
ν
之
賢
也
」
と
い
う
、
雲
梯
山
瑞
応
庵
は
、
金
田
氏
の
調
査
に

よ
る
と
、
駿
河
国
安
部
郡
に
あ
る
と
い
う
。
浄
牧
院
本
下
巻
は
、
乙
乙
の
一
禅
僧
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
し
て
、
乙
の
書
写
者
と
の
関
連
は
、

乙
の
場
合
考
え
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
書
写
年
時
を
異
に
す
る
上
巻
に
は
、
見
出
し
得
な
か
っ
た
。

福
島
邦
道
「
古
文
献
に
見
え
る
東
国
方
言
語
葉
の
問
題
」
『
藤
原
与
一
先
生
古
稀
記
念
論
集
方
言
学
論
叢
E
』
三
省
堂
昭
防
参
照
。

福
島
邦
道
「
黒
子
か
悲
か
」
方
言
研
究
年
報
日
昭
羽
・
日

『
抄
物
大
系
』
「
解
題
」
（
西
国
絢
子
〉

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
の
焼
付
写
真
に
よ
る
。

『
中
世
法
制
史
資
料
集
第
三
巻
武
家
家
法
I
』
（
岩
波
書
店

池
上
禎
造
注
4

（日）
（ロ）
（日〉

（

U
）
 

（日）
（日〉

昭
却
）
「
補
註
」
に
多
く
の
例
を
示
す
。
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